産地の一企業からみた燕の洋食器産業 : 小林工業（LUCKY WOOD）のあゆみから by 樋口 博美




















































 16 年 16 年比(%) 17 年 16 年比(%) 18 年 16 年比(%) 19 年 16 年比(%) 
事業所数(軒) 73 100.0 64 87.7 61 83.6 63 86.3 
従業者数(人) 813 100.0 737 90.7 667 82.0 735 90.4 
製造品出荷額(万円) 1,014,237 100.0 943,272 93.0 929,574 91.7 1,135,755 112.0 

















































































































    カトラリー（1959 年） 
写真２：小林工業オリジナルデザインの 
    カトラリー（1967 年） 




















































































































































































































































































































































































































３）1957 年自主規制枠 590 万ダースとしたが、実効が上がらず、同年に関税割当制度が実施さ















－ 61 － 
洋食器を製造するなど細やかな研究開発が積み重ねられてきた（下田, 1992:102）。 
洋食器の材料、ステンレスの種類 
ステンレスの種類 クロム含有率 ニッケル含有率  
13  13% 0% 普及品
18  18% 0% 中級品
18-8  18% 8% 
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